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NEWS & TOPICS
市内各地で行われたイベントやまちの話題をお届けします。

また、その他の話題はブログ「みのかも取材日記」（http://plaza.rakuten.co.jp/machi21minokamo/）でも紹介しています。

編
集
後
記

元日本代表選手らが「夢先生」として市内小中学校を訪問

夢に向かって努力することの大切さを伝える

下米田地区を題材とした絵本が完成

小学校長と地域住民が１年かけて共同制作
６
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先
月
、
岐
阜
県
を
襲
っ
た「
令

和
２
年
７
月
豪
雨
」に
よ
り
、
加

茂
川
の
越
水
や
、
木
曽
川
の
水
位

に
驚
か
れ
、
不
安
を
覚
え
た
人
も

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
私
は
雨
が
降
る
中
、
カ
メ
ラ

を
持
ち
、
市
内
の
状
況
を
記
録
し

て
回
り
ま
し
た
。
普
段
の
光
景
と

全
く
違
う
姿
に
恐
怖
を
感
じ
る
と

同
時
に
、災
害
と
い
う
も
の
が「
ひ

と
ご
と
」で
は
な
い
の
だ
と
気
を

引
き
締
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
の
よ
う
に
大
雨
や
台
風
に

よ
る
被
害
が
全
国
各
地
で
起
き
て

い
る
今
、
改
め
て
確
か
な
情
報
を

い
か
に
素
早
く
入
手
で
き
る
か
が

大
切
で
す
。

　
今
号
で
も
紹
介
し
て
い
る
、
す

ぐ
メ
ー
ル
、
市
公
式
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
で
は
、
担
当
課
か
ら
届
く
避
難

情
報
な
ど
の
情
報
を
皆
さ
ん
に
い

ち
早
く
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
い

ま
一
度
、
自
身
の
情
報
収
集
手
段

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
８
月
は
家
族
や
親
戚
と
集
ま
る

機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

を
機
に
、
避
難
場
所
や
避
難
方
法

な
ど
を「
自じ

ぶ
ん
ご
と

分
事
」
と
し
て
向
き

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
　
　（
映
）

防
災
と
向
き
合
う

美濃加茂市地域公共交通活性化協議会が国交大臣表彰を受賞

あい愛バスの再編運行が評価

７
９

　美濃加茂市地域公共交通活性化協議会が、地域公共交通の確保や維
持に積極的に取り組み、顕著な功績のあった団体として、国土交通省
から「地域公共交通優良団体大臣表彰」を受けました。
　今回の受賞は、「市民の健康増進」を目標に掲げ、あい愛バスの運行
を充実させるとともに、住民や地元企業などと連携した利用促進策や、
ＱＲコード決済およびバスロケシステムの導入などの先進的な取り組
みにより、あい愛バスの利用者数が再編運行前と比べて５倍以上に
なったことなどが評価されたものです。

　下米田小学校の安
やす

田
だ

早
さ

由
ゆ

里
り

校長と下米田町在住の佐
さ

合
ごう

美
み

緒
お

さんが、
市役所分庁舎の教育長室を訪れ、日

ひ

比
び

野
の

安
やす

平
ひら

教育長に、絵本『まぐし
やまのキツネとタヌキ』の完成報告を行いました。
　この絵本は、下米田地区と牧野地区をつなぐ馬串山と白山の峠で動
物たちが化かし合う内容で、小学校地区の地域資源を題材にした本の
発行は、今回で９冊目。文章を担当した安田校長は「地域資源を身近
に感じてほしい」と、絵を担当した佐合さんは「読むたびに新しい発見
ができるようこだわった」とそれぞれ見どころを語りました。

　（公財）日本サッカー協会による「夢先生」の
派遣が市内の小中学校ではじまりました。
　これは、同協会が元日本代表選手らを派遣
し、小中学生に「夢を持つことの大切さ」につ
いて伝える取り組みです。この日は、元女子
サッカー選手の筏

いかだい

井りささんが東中学校２年
生に「失敗してもあきらめず次のチャンスを逃
さない」などと努力する大切さを伝えました。

新型コロナウイルス感染症対策

多くの皆さんからご支援をいただいています
● 酒

さ

向
こう

　千
ち

佳
か

子
こ

　様　手作りマスク５０枚

● 後
ご

藤
とう

　陽
は る か

花　様、後
ご

藤
とう

　亮
りょう

　様　手作り石けん５８個

● 美濃加茂ライオンズクラブ　様　手作りマスク１００枚

● 支援リング下米田てまりの会　様

　手作りマスク８４枚

● 飯
い い だ

田　眞
ま

智
ち

子
こ

　様　手作りマスク５０枚

● 一般社団法人中濃法人会 女性部会 美濃加茂支部　様

　消毒用アルコール「御代櫻ＡｌＣ．６５％」２７本

● 牧野エコひろば　様

　手作りマスク７０枚、マスク２００枚

● 美濃加茂商工会議所青年部 加茂野地区有志　様

　マスク１，９４６枚

7
３

ヤギを使った除草作業の研究

「ヤギさん除草隊」の活動を報告

　市役所公室で、（有）Ｆ
フ ル ー ジ ッ ク

ＲＵＳＩＣの渡
わたなべしょうじ

辺祥二さんが、市と岐阜大学と
ともに研究を進めている「ヤギさん除草業務」についての研究結果を伊

い

藤
とう

誠
せい

一
いち

市長と日比野安平教育長に報告し、それをまとめた著書『山羊
さん除草隊～環農資源とは～』を市に寄贈しました。
　渡辺さんは「雑草を焼却処分する際の二酸化炭素発生が削減される
という単純な結果だけではなく、学校や周りの企業、地域住民と関わ
りながら取り組めている」とヤギさん除草業務の魅力を報告。伊藤市
長は「今後も“ヤギさん”と連携していきたい」と思いを語りました。

7
15

加茂農林高校生がバタフライピーを地域資源として活用

バタフライピーで緑のカーテンづくり

　市役所市長室前のベランダで、加茂農林高
等学校食品科学科の３年生３人が、伊藤誠一市
長と一緒に緑のカーテンづくりを行いました。
　同校ではバタフライピーの青い色素を活用
し、その花を使った特産品の開発を目指して
います。今回、バタフライピーでも緑のカー
テンが作れることが分かり、同校から提供い
ただいた苗で植え付けを行いました。
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